
広 
Ⅰ
 Ⅰ
 

Ⅰ 

Ⅰ       
ⅡⅠ   フ ⅠⅠ "/ Ⅰ " ⅠⅠ 

Ⅱ 

 
 

 
 

成
 Ⅰ
Ⅰ
 
5
 

平
戸
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Ⅰ
 

 
 

田
一
 

し
 引
き
続
き
町
政
を
担
当
す
る
 
ブ
 
」
 レ
 

岡
垣
町
は
こ
れ
ま
で
恵
ま
れ
た
 白
 

の
 ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
街
の
形
を
 

こ
れ
か
ら
は
少
子
化
や
高
齢
化
を
油
 

化
し
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
 
ヰ
 

に
 自
治
体
 問
 に
お
い
て
快
適
な
居
住
 

れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
 

  

  

町
中
の
ツ
ツ
ジ
の
花
 

が
 咲
き
乱
れ
、
木
々
も
 

新
緑
に
包
ま
れ
る
さ
 ね
 

や
か
な
季
節
と
な
り
ま
 

し
た
。
皆
様
方
に
お
か
 

れ
ま
し
て
は
益
々
 、
ご
 

清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
度
の
町
長
選
挙
 

に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
 

さ
ん
を
は
じ
め
各
方
面
 

の
 温
か
い
ご
支
援
に
 ょ
 

り
 再
び
当
選
の
栄
に
 浴
 

」
に
な
り
ま
し
た
。
 

ぃ
然
 環
境
と
両
政
令
都
市
へ
 

整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
 

ぱ
え
 行
政
需
要
は
益
々
複
雑
 

同
時
に
こ
れ
ま
で
以
上
 

」
 
ゆ
ェ
間
 
づ
く
り
が
競
い
合
わ
 

ま
た
、
遠
賀
郡
合
併
が
論
 

 
 

  立 かが 封 

何
 %
 町
牡
 
力
根
 

 
 

を
 発
揮
し
う
る
よ
う
な
先
進
的
な
ひ
と
づ
く
 

り
 、
ま
ち
づ
く
り
 
サ
 

を
 進
め
て
 
い
 か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
 

て
い
ま
す
。
具
体
 

蟻
 

Ⅱ
 

的
に
は
、
 

岡
垣
 
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
第
二
期
工
 

事
と
し
て
 

総
 ム
ロ
 

体
 
Ⅱ
 

育
 施
設
の
整
備
。
ま
た
、
間
も
な
く
開
館
 

す
 る
お
か
が
き
給
ム
ロ
ム
 

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い
の
 

里
 」
で
の
 
魅
力
あ
る
事
業
の
技
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
八
十
名
の
職
員
の
先
頭
に
立
ち
皆
様
と
と
り
ま
ち
づ
く
り
 

L
 を
進
め
て
ま
い
り
た
い
 

 
 

な
に
と
ぞ
一
層
の
町
政
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
 

ま
す
 
よ
う
お
願
雛
 

ぃ
 申
し
上
げ
ま
す
。
 

f
i
W
 

功
 

て
 ー
 

ダ
 

：
 
ン
ソ
，
プ
 

議
さ
れ
る
中
、
岡
垣
町
は
そ
の
中
心
と
し
 

Ⅰ
 ，
 
1
 
1
 
 

、
 

一
汁
 

速
賀
郡
 の 
中
核
 と
 な
   ill   

Ⅱ
 
を
 

一る " 

め
ざ
し
 て 
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宙桔冊肝 今福祉協 襄令 Ⅰ ， " 幸 -V . Ⅰ 十 （ ，ロ ・ + wW 甜ム （ 
開館時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時． 
休 館 日 毎週土， 日 曜日・祝日 (6 月 

は第一日曜日及び 月曜日， 年 

問い合わせ 岡垣町 わ : 会 福祉協議会 呑 28;   

 
 

 
 

岡垣町シルパ 一人材センワー 
開館時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時まで 
休 館 日 毎週日・月曜日・ 祝日・年末年始 
問い合わせ 岡垣町シルバ 一人材センター 

甘繋 2-4 ㏄ 8 へ 

 
 

 
 

  
 
   

原
爆
被
爆
者
の
 皆
様
 へ
 

 
 

特
別
葬
祭
給
付
金
の
請
求
は
 ぉ
 済
み
 で
す
か
 

弓
 
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
爆
に
 よ
 り
被
爆
さ
れ
、
昭
和
㎎
 

債
 ）
 

 
 

"
 
。
 
ナ
 
叶
 

-
 
@
 
千
 

。
 
'
 
"
 
-
@
 
 
 

"
 
@
 

"
 

年
 9
 月
㏄
 日
 ま
て
に
な
く
な
っ
た
親
、
請
求
 期
 限
 
平
成
 9
 年
 6
 月
㎝
 口
 

,
@
L
-
.
 

 
 

兄
弟
な
ど
の
肉
親
を
お
持
ち
の
被
爆
（
月
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
 １
 4
1
6
1
 

ま
た
は
福
岡
県
健
康
 

0
 対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

増
進
課
老
人
保
健
保
古
 爪
り
 
9
2
 １
 6
 

 
 

 
 

や
体
  

 

 
 

宇
土
職
業
セ
ン
タ
ー
 
容
 n
.
-
q
q
o
1
7
 

未
 就
職
卒
業
者
 

1
4
 １
 l
-
n
-
n
6
 

へ
 

合
同
会
社
面
談
会
開
催
 

 
 

自
動
車
 税
の
 

平
成
 9
 年
 3
 月
に
大
学
、
 

8
 階
 A
 ホ
ー
ル
（
博
多
区
博
多
駅
前
 

お
 知
ら
せ
 

短
大
、
局
専
及
び
官
修
学
校
を
卒
業
 
2
 丁
目
印
香
 円
目
 
古
ノ
 

）
 

さ
れ
た
 未
 就
職
者
で
、
直
ち
に
就
職
持
参
す
る
 
物
 
履
歴
山
、
筆
記
用
具
 

自
動
車
 税
は
 、
毎
年
 d
 月
 l
 日
 現
 

を
 希
望
さ
れ
る
人
を
対
象
に
し
た
、
 
参
加
企
業
約
八
十
社
 

在
の
自
動
車
の
名
義
人
に
か
か
り
ま
 

合
同
会
社
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 
ぬ
容
 
参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
 

す
 。
平
成
 9
 年
度
の
納
期
限
は
 6
 月
 

と
 
き
 
6
 月
 9
 日
（
月
）
午
後
ば
と
 禾
 就
職
 卒
 業
者
が
直
接
面
談
 

2
 日
て
す
。
 

時
 ㏄
分
か
ら
 

L
D
 

時
ま
で
（
受
付
は
時
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
労
働
部
職
業
 

も
し
住
所
変
更
な
と
て
納
付
書
か
 

安
定
訳
若
年
者
雇
用
対
策
保
古
 
0
9
 
 

届
か
な
か
っ
 

た
 人
は
若
松
県
税
事
務
 

@
 
 

力
 、
 
L
 
フ
 ）
 

と
こ
ろ
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
 

2
1
6
j
1
 １
 1
1
1
1
 

。
福
岡
県
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
 

 
 

ま
た
、
自
動
車
を
買
い
替
え
た
と
 

 
 

き
、
下
取
り
に
出
し
た
車
の
納
付
 
書
 

が
 送
ら
れ
て
き
た
場
合
は
抹
消
登
録
 

特
設
人
権
相
談
所
の
開
 催
 

か
 移
転
登
録
が
済
ん
で
な
い
と
思
わ
 

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
家
庭
、
 

栢
 

と
き
 
5
 月
 ㌍
 日
 （
金
）
 

れ
ま
す
の
で
手
続
き
を
 
依
 親
し
た
 販
 

続
 、
登
記
、
戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
、
不
午
後
 
1
 時
 ㎝
 分
か
ら
 4
 時
ま
で
 

売
 会
社
な
ど
に
確
認
し
で
く
た
さ
い
。
 

登
校
、
そ
の
他
人
権
問
題
に
関
す
る
と
こ
ろ
 

岡
 垣
町
 東
部
公
民
館
 

お
問
い
合
わ
せ
 

相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
問
い
合
わ
せ
 町
民
 課
 人
権
擁
護
係
 

若
松
県
税
事
務
所
 否
 7
6
1
 ｜
 

4
 ハ
り
 
2
 Ⅰ
 
@
u
 

ノ
 

護
 委
員
、
法
務
局
職
員
が
受
け
ま
す
。
 へ
 

）
 

  

  
  

O 
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モ
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'
 
ナ
 
わ
 

山
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

H
 

く % 

  

 
 

 
  
 

休
日
 

 
 

を
二
 

 
 

 
 

券
面
し
 

新
し
こ
 

感
 
と
と
 
定
 
経
時
 
洗
申
 

英彦山青年の 家研修 裸へ 電話で申し込みくだ 

さい。 宕 0947-85-01t)1 へ 

  JR 英彦山駅からバスを 利 m の場合 

9 :25 英彦山神宮止まり 15:30 英て Ⅰ ア宮   

文
化
な
ど
六
選
択
コ
ー
ス
Ⅴ
 占
道
 

と
き
 
5
 

・
健
康
体
操
・
陶
芸
・
 

1
 時
か
ら
 4
 時
 冊
分
ま
で
 

月
 ㎝
日
工
）
・
午
後
 

試
験
日
平
成
 9
 年
 7
 月
刊
 日
 
（
木
）
 

定
員
百
十
人
 

ぬ
容
へ
 教
養
コ
ー
ス
Ⅴ
社
会
問
 

題
 
・
環
境
問
題
・
人
権
問
題
・
国
際
 

成
 会
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
 

も
の
 指
町
 に
関
心
の
あ
る
方
、
 

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

子
ど
 

・
 
ぜ
ひ
 

田
理
師
 免
許
 

取
得
し
ま
せ
ん
 ガ
 

と
き
 
6
 月
㎎
日
か
ら
ば
 月
は
日
 

直
方
市
教
育
委
員
会
 

福
岡
県
教
育
委
 穏
会
 

ま
て
の
毎
週
 金
 暁
日
（
 8
 月
代
 り
味
 

少
年
団
 体
 

み
 ）
 

参
加
費
一
人
千
円
 

指
導
者
研
修
 

と
こ
ろ
水
巻
町
中
央
公
民
館
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

5
 月
 羽
 

  

日
 
一
木
）
ま
で
に
社
会
教
育
課
 呑
 2
 

対
象
者
郡
内
・
中
間
 市
 に
在
住
㈹
 

 
 

㈹
 歳
 以
上
で
、
全
期
間
空
諦
で
き
る
 

子
 と
も
会
活
動
に
必
要
な
理
論
と
 

0
0
2
 
１
 1
2
1
 
1
 へ
 

 
 

技
術
を
研
修
し
ま
す
。
子
ど
も
合
有
 

 
 

蕃
を
社
会
教
育
課
ま
た
は
中
央
・
 
東
 

直
方
市
 オ
｜
 ト
キ
ャ
ン
プ
場
 

 
 

部
 公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
 
美
 技
 
「
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
 

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
 ガ
 

な
お
、
申
込
 再
 は
そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
シ
ョ
ン
」
「
 遊
び
の
指
弾
」
「
デ
ン
ト
 

設
宮
 」
・
講
式
「
救
急
救
護
法
」
 な
 

遠
賀
 、
中
間
さ
わ
や
 か
 

込
み
先
に
 里
 旭
 し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
岡
垣
町
中
央
公
民
館
と
 

シ
ル
パ
ー
大
学
 

へ
 

王
催
 
福
岡
県
子
ど
も
会
連
合
会
 

@- 一一 '   
l 一 一一 """ 一       
    穏 " ァ 。 " 

  

6
 月
 1
 日
 
-
 日
）
・
午
前
 

・
水
彩
画
 

9
 時
か
ら
午
後
 4
 時
ま
で
 

受
講
料
無
料
 

申
し
込
み
 

5
 月
 ん
日
 ま
で
に
申
込
と
こ
ろ
 
直
 方
 市
中
央
公
民
館
及
び
 

Ⅰ ， 

1     一一         

ラ   
恒 Ⅰ一緒に歌いませんか 

ス 

と き 毎月第一・二週月曜日 

午前 i0 時からば時まで 
ところ 岡垣町 旭 南区公民館 
会 費 月額 500 円 ( テキスト七 % 
  
講 師 く 指導 ノ 田中智子 

/ ピアノン 細 [,U 田 直美     

Ⅰ
 
"
 

午
後
 1
 時
か
ら
 3
 時
ま
て
 

如
 し
て
く
た
さ
い
。
 
保
 強
者
の
方
の
 

試
験
会
場
福
岡
大
学
高
宮
校
舎
・
 

ら
し
て
い
ま
す
。
 

と
き
「
 0
 月
利
同
一
十
）
午
前
 9
 

北
九
州
大
学
 

受
験
資
格
施
設
又
は
営
業
 て
 2
 年
暗
渠
 合 

以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
も
の
集
合
場
所
 

内
部
公
民
館
 

受
付
期
間
平
成
 9
 年
 6
 月
 n
2
]
 

ロ
持
参
す
る
 物 
弁
当
・
水
筒
 

（
月
）
か
ら
 6
 月
 6
 日
 
一
 金
一
ま
て
問
い
合
わ
せ
 
横
矢
・
守
れ
（
 岡
垣
 

登
山
連
盟
一
 
%
2
8
2
 
１
 9
2
1
2
 

午
前
 9
 時
か
ら
午
後
 5
 時
ま
て
 

提
出
先
住
所
地
又
は
就
業
 地
 を
管
米
市
天
の
場
 合は
中
上
し
ま
ず
。
 

僻
 す
る
保
健
所
 

受
験
申
込
手
数
料
六
千
百
円
 

婦
人
会
の
留
袖
を
 

問
い
合
わ
せ
 
遠
 賀
保
健
所
保
健
課
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

（
 
甘
 2
 け
 1
 １
 4
1
6
1
 
）
 

 
 

昔
は
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
新
柄
 

湯
川
 山
 

の
 留
袖
を
利
用
し
や
す
い
料
金
で
お
 

ぬ
れ
あ
い
登
山
に
 

角
し
ま
す
。
 

参
加
し
ょ
う
 ガ
 

連
絡
先
 

-
 
」
ん
ど
の
ふ
れ
あ
 
い
 登
山
は
 、
湯
 

木
原
伸
子
容
 2
8
2
 １
 O
i
D
7
7
 

村
田
文
子
容
 n
@
,
,
0
0
 

：
 ｜
一
 6
7
8
 

川
出
 に
登
り
ま
す
。
 

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
多
数
参
 

O 
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  ちご 分かろラン き し｜ 目 １ レ 者 画し を捉 昔 域 

サ 向垣 

    hyM 」 

ソ 

リ 
生ハⅠ 

会ア で - 
ン 

    5 月 21 日 ( 水 ) 午後 7 時 か   ア 5 町民武道館 ｜ト エ ・ 後 6 他 作曲 直美 / 
チームの代表者は 出場者 

開会式午前 ところ 町民体育館 9 時 名簿を持参の 上，参加して   
出 ▲ り 開ポと と 迷 

ア 

  

音問 @ 一 料 

/ ド好 @ 

演 ア ） B 
中ソ     ，リ 

4 表   時   
ア ム ム 
ト ▼ よ 中   ア Ⅰ 

リ こ 日   
l 々 - き の行成 マ ィ ヒ 

午 

  
  

リ 午 
  
  

  
  
  
    へ   

  

演時 l ホ と とすの 一 ヰ 一一 一 Ⅰ ヰ 圧 

  l 。 B  回 @  こ る片柳 
ポ 玉田 時 ' 目 

か々き芝桐代 
  

回 八 居光チ 
日間合冊 5  、 洋ビ 平 

  場席厄月 舞が玉 
開は指サ 25 蹄今の 

成 

    イぉ理主き特 三科 

わ ㈲ ト 同前 ノト 月日『 ""/ ヒ 日吉 " ノ哩ヱ卍セ 万け Iv よノアソ -- 
せ 岡 " 洋 

壇 法 アイ入口の掲示板右横のフック ポス   一千 岡垣 二 サン 谷哲 ト 、 JR 海老津駅のブックポストを 
サ リ 千 円 
ソ l ご利用下さい。 ご 迷惑をおかけしま 
リ ア 風 雪 

Ⅰ イ 祭 日 すが よろしくお願いします。 
ア 管 ゆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

O O 



お し ら
 
せ   の       

 
 三

 
日
 

三
 

ゴ
 
Ⅰ
 

場
会
 

 
 

町
委
 

垣
一
育
 

岡
教
 

  

し
か
し
現
在
ご
ん
な
利
用
以
外
の
 

 
 

カ
タ
カ
ナ
日
本
語
が
流
行
っ
て
い
ま
 

す
。
そ
れ
で
半
分
冗
談
で
半
分
真
面
 

目
と
し
て
外
来
語
を
借
用
し
す
ぎ
て
 

カ
タ
カ
ナ
を
使
 い
 す
ぎ
る
と
日
本
語
 

は
な
く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
ず
。
 

 
 

な
ど
を
聞
い
て
見
て
下
さ
い
。
海
外
 

作
り
か
え
ま
す
。
も
し
マ
ス
コ
ミ
な
 

ど
が
ま
だ
使
っ
て
い
れ
ば
罰
金
を
払
 

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

一
方
、
な
ぜ
外
国
語
が
と
で
も
多
 

い
 ロ
本
に
は
こ
の
よ
う
な
法
律
な
ど
 

が
全
く
な
 い
 の
か
、
 文
 話
題
に
も
な
っ
 

 
 

海
外
か
ら
文
化
や
言
葉
借
用
ず
る
と
 

  ン 
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ア
 か
ら
借
用
し
た
が
教
を
日
本
語
で
 

読
む
た
め
に
、
中
国
か
ら
借
用
で
受
 

け
取
っ
た
漢
字
の
一
部
分
か
ら
作
り
 

出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 ヒ
い
 

う
 ご
と
で
最
初
か
ら
 ヵ
タ
ヵ
ナ
 は
仏
 

教
の
影
 叫
で
 外
来
語
用
で
使
わ
れ
る
 

よ
 う
 に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
外
来
 

語
 、
擬
声
語
や
擬
 能
写
 叩
を
書
く
時
 用
 

い
て
い
ま
す
。
 

外
来
語
は
世
界
が
狭
く
な
っ
て
い
 

ろ
ほ
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
は
問
題
に
 

な
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
例
え
ば
、
 

プ
ラ
イ
ド
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
 

プ
ラ
ン
ス
で
は
 乙
 定
年
に
外
来
語
を
 

禁
止
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
 

に
従
っ
て
海
外
か
ら
借
用
し
て
い
る
 

物
な
ど
に
つ
け
て
い
る
外
国
語
の
舌
口
 

葉
を
適
当
な
フ
ラ
ン
ス
語
の
単
語
に
 

た
か
ら
こ
％
 て
 最
近
と
て
も
流
行
っ
て
 

い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
地
球
 

人
 に
な
り
、
国
際
理
解
す
る
中
に
世
 

界
 中
の
共
通
語
の
英
語
を
習
お
う
と
 

言
わ
れ
で
い
ま
す
か
ら
、
自
分
が
外
 

国
 の
よ
う
な
言
葉
一
い
わ
ゆ
る
 カ
タ
 

カ
ナ
日
本
証
 コ
を
 使
う
と
自
分
は
世
 

界
 的
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
理
由
 

で
ヵ
タ
ヵ
ナ
 の
侵
略
が
行
わ
れ
て
 ぃ
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
カ
タ
カ
ナ
日
本
語
と
英
語
 

や
 他
の
外
国
語
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
ま
ず
、
 
ヵ
 タ
ヵ
 ナ
 日
本
語
の
 

中
で
和
製
英
語
が
沢
山
入
っ
て
い
ま
 

す
 。
例
え
ば
「
あ
の
チ
ェ
ッ
ク
の
 
ス
｜
 

ツ
を
 着
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
 自
 

分
の
 マ
ン
シ
ョ
ン
で
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
 

英
会
話
の
セ
リ
フ
を
 ヵ
 タ
カ
ナ
の
㎎
 

音
節
に
直
す
の
は
英
語
で
は
あ
り
ま
 

 
 

み
合
せ
で
発
音
を
考
え
な
い
と
英
語
 

は
 上
手
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

カ
タ
カ
ナ
日
本
語
は
英
語
の
先
生
や
 

生
徒
達
の
最
悪
の
敵
で
す
。
 

実
は
日
本
に
来
て
初
め
て
日
本
語
 

を
 習
う
大
ぺ
は
だ
い
た
い
自
分
の
名
 

前
や
国
を
言
え
る
た
め
や
ス
ー
パ
ー
 

で
 外
国
の
物
を
買
え
る
た
め
に
ひ
ら
 

が
な
と
漢
字
よ
り
カ
タ
カ
ナ
の
字
を
 

早
め
に
覚
え
ま
す
 "
 し
か
し
今
、
日
 

本
語
を
勉
強
し
は
じ
め
て
 8
 午
後
の
 

私
に
と
っ
て
、
ま
だ
ひ
ら
が
な
と
 漢
 

字
 よ
り
カ
タ
カ
ナ
日
本
語
の
使
い
万
 

か
難
し
く
て
、
詰
問
し
て
い
ま
す
。
 

 
 

 
 

そ
れ
か
ら
、
カ
タ
カ
ナ
で
「
マ
イ
 

・
オ
ー
ム
・
 
ィ
ズ
 C
 ①
。
」
を
黒
板
 

で
 出
く
時
、
も
う
生
徒
達
は
正
し
い
 

発
音
で
話
せ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
ず
。
 

 
 

皆
さ
ん
が
気
が
つ
い
て
い
な
い
間
最
初
に
こ
れ
は
 

字
 で
書
い
て
い
る
日
本
語
 レ
 

シ
 を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
た
め
「
 
口
 了
 @
 

に
 日
本
は
侵
略
さ
れ
て
い
ま
す
 !
,
 」
 

て
 、
相
手
が
 カ
タ
カ
ナ
日
本
語
で
話
言
葉
を
カ
タ
カ
ナ
の
手
白
 助
 で
き
ち
上
と
言
わ
な
い
と
だ
め
で
す
 "
 芙
 

 
 

思
い
ま
し
た
が
、
同
本
 

ら
 来
た
と
語
が
母
国
語
の
私
は
カ
タ
カ
ナ
日
本
 

 
 

話
 で
も
「
 先
 ㈹
狂
文
を
思
い
出
さ
せ
る
か
ら
で
す
 
 
 

語
の
和
製
英
語
の
お
か
げ
で
よ
く
 泣
 

 
 

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
ず
 

ヵ
タ
ヵ
ナ
 日
本
語
は
外
国
か
ら
 来
 

き
な
が
ら
笑
わ
 せ
て
も
ら
い
ま
す
 "
 

n
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Con nect 
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国
際
 n 

 
 

O
 

e
 

 
 

か
ら
借
用
し
て
い
な
い
物
、
感
情
、
 

考
え
な
ど
で
も
カ
タ
カ
ナ
日
本
語
で
 

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
寂
し
い
」
 

で
は
な
く
て
「
ブ
ル
ー
」
で
す
。
 

「
楽
し
い
」
の
代
わ
り
に
「
エ
ン
ジ
ョ
 

イ
 二
 だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
私
が
 

「
映
画
の
題
名
は
①
①
で
す
。
」
と
 

言
っ
た
ら
、
相
手
は
「
映
画
の
タ
イ
 

 
 

ト
ル
で
す
ね
。
」
と
 俊
 し
く
て
正
し
 

い
 日
本
語
を
教
え
て
下
さ
い
ま
す
。
 

上
手
に
味
を
自
分
達
に
あ
れ
せ
た
り
、
 

改
良
し
た
り
す
る
か
ら
で
は
な
い
か
 

と
思
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
と
違
っ
 

て
日
本
で
三
口
葉
を
受
け
取
る
時
「
日
 

本
語
で
は
な
い
」
と
現
れ
せ
る
カ
タ
 

カ
ナ
に
書
け
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
 

皮
肉
な
こ
と
に
カ
タ
カ
ナ
は
カ
タ
カ
 

ナ
日
本
語
に
対
す
る
盾
で
す
。
カ
タ
 

カ
ナ
ロ
本
語
の
侵
略
が
よ
り
強
く
な
 

る
ほ
ど
、
日
本
人
は
ひ
ら
が
な
 や
漢
 

て
い
る
よ
。
」
と
い
う
文
の
中
の
カ
 

タ
カ
ナ
日
本
語
は
英
語
を
話
す
人
に
 

さ
え
通
じ
な
い
わ
け
で
す
。
パ
ソ
コ
 

ン
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
和
製
英
語
で
 

す
か
ら
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
英
語
 

で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
正
し
い
意
味
は
 

高
級
な
大
き
い
家
一
軒
な
の
で
感
じ
 

が
違
い
ま
す
ね
。
そ
し
て
通
が
よ
け
 

ね
 ば
ス
ー
ツ
は
背
広
で
通
じ
る
か
も
 

し
れ
ま
せ
ん
が
チ
ェ
ッ
ク
の
 ィ
メ
｜
 

簡
単
に
舌
口
え
ば
、
 ヵ
タ
ヵ
 
十
日
本
語
 

が
 嫌
 い
 で
す
，
 

上
士
 

十
ず
吐
 
-
 
外
凹
 

み
 土
 
Ⅱ
Ⅰ
 
ハ
か
 

@
 
ト
 
Ⅱ
 @
 
カ
ハ
リ
Ⅰ
 

カ
 丁
 
Ⅰ
 @
 の
 ゎ
千
 

が
 出
た
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
ず
。
 

だ
っ
て
本
当
の
英
語
の
言
葉
か
和
製
 

英
語
 か
 
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
と
「
ア
ン
 

タ
ー
ト
」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
や
 ブ
 ラ
 

 
 

 
 

ず
 。
そ
れ
か
ら
外
国
語
か
ら
カ
タ
カ
 

ナ
 日
本
語
に
訳
す
る
こ
と
も
と
で
も
 

い
や
に
な
り
ま
す
。
同
じ
英
語
の
発
 

昔
 で
も
私
と
日
本
人
の
聞
き
取
り
 万
 

や
 カ
タ
カ
ナ
へ
の
 彗
き
 直
し
方
は
全
 

殊
 ㏍
 哩
 い
ま
す
。
自
分
で
考
え
る
よ
り
 

直
接
日
本
人
に
訳
し
て
も
ら
 
づ
 方
が
 

効
果
的
で
す
。
そ
し
て
日
本
人
が
 ヵ
 

タ
カ
ナ
日
本
語
に
訳
し
て
も
ル
ー
ル
 

が
な
い
み
た
い
で
す
。
例
え
ば
、
 ど
 

つ
 し
て
英
語
で
全
く
同
じ
発
音
の
 

「
 団
 三
の
」
と
「
 団
す
巴
 」
は
カ
タ
カ
 

ナ
 日
本
語
で
は
「
デ
ー
ブ
ル
」
と
 

「
ラ
ベ
ル
」
に
な
る
ん
で
す
か
。
 

ど
 

ぅ
 し
て
「
レ
ー
ブ
ル
」
で
は
な
い
で
 

 
 

「
あ
あ
、
ま
い
っ
た
ま
い
っ
た
。
 

カ
タ
ヵ
ナ
 日
本
語
に
対
し
て
ど
 う
し
 

よ
 う
 ?
 」
私
の
作
戦
は
こ
れ
で
す
。
 

外
来
語
の
言
葉
を
本
当
の
正
し
い
 発
 

昔
で
 三
ロ
 
い
 ま
ず
。
そ
し
て
日
本
語
で
 

表
現
が
あ
れ
ば
日
本
語
史
二
日
 
葉
 を
使
 

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
 う
 す
れ
ば
 ビ
 

ぅ
 で
す
か
。
た
ぶ
ん
英
語
の
発
音
は
上
 

手
に
な
る
と
同
時
に
カ
タ
カ
ナ
日
本
語
 

の
 侵
略
で
消
滅
し
そ
う
な
日
本
語
を
 

保
護
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
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